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1.研究実施の概要 

当研究プロジェクトの最終目標は独自のフルーエンシ情報理論とその理論を基にした

音声，静止画像，動画像を高精細・スケーラブルに取り扱うマルチメディアシステムを

世界標準へと位置づけていくことにある。具体的に述べれば、理論についてはフルーエ

ンシ情報理論をPost-Shannonの情報理論へと位置づけること、音声についてはPost-MP3

を、静止画像についてはPost-JPEG、動画像についてはPost-MPEGとなるフルーエンシ符

号化・復号化方式を確立することが目標である。特に理論については「現代波形解析-

フルーエンシ解析-」なる教科書の出版が通信学会より認定いただいており、これを出

版することによりフルーエンシ情報理論を世の中に普及させていく。また、国外への取

り組みとして2004年8月に米国で開催される国際会議International Conference on 

Computing, Communications and Control Technologies 2004 に て “Fluency 

Information Theory and Its Applications to Multimedia”なるセッションに応募し、

これの開催が認められた。このようにフルーエンシ文化が国内外に徐々に広まりつつあ

る状況である。 

これまでの当該プロジェクトの研究成果として挙げられることは次の通りである。 

音声への応用においては、1988年Golden Sound賞，2001年オーディオ銘機賞をはじめ

としれこれまでに国内外35の賞を受賞しており、フルーエンシ情報理論に基づくオーデ

ィオ再生方式が世界標準の一つとして認知されるまでに至っている。静止画像について

は当該研究プロジェクトで開発した安価で簡便に大規模な印刷物を作成するD.T.P.シス

テムが平成15年度印刷学会論文賞・印刷朝陽会賞を受賞し、これが印刷革命となる技術

として産業界からも注目いただいている。動画像については通常のNTSC TVあるいはDVD

などの映像を高品質に画質改善するフルーエンシTV-ICチップを開発している。 

さらに、当該プロジェクトの研究成果を世界標準としていくためには学術的側面だけ

でなく産業的側面からそれらを普及させていくことが重要であると考えている。この点

の対応として、知的財産を管理する企業経営者や技術管理者の会員で構成されている非

営利団体（加盟組織約3,200を擁する産学連携・技術移転のための世界最大の協会）

AUTM主催の国際会議(2004年3月に米国テキサス州で開催)に出展を行った。この国際会



議に参加し、研究成果を展示することにより、当該研究プロジェクトの研究成果が世界

に通じる技術として評価されつつある。 

 

2.研究実施内容 

平成15年度における当該研究プロジェクトの実施状況は以下の通りである。 

フルーエンシ情報理論をPost-Shannonの情報理論として世界に位置づけていくには世

の中にそれを普及していくことが急務である。その役割を大きく担う一つの施策として

電子情報通信出版会より出版の認定を頂けている「現代波形解析－フルーエンシ解析

－」の執筆を平成15年度に進めた。本書については平成16年度に纏められる予定である。 

 

音声信号に関する研究・開発においては、フルーエンシDAC搭載のヘッドホン型オー

ディオ再生装置が開発された（図1）。ヘッドホン型オーディオ装置はオーディオテク

ニカから製品化されており、本製品は雑誌MJ主宰の2004年度「第22回MJテクノロジー・

オブ・ザ・イヤー」で周辺機器部門優秀賞を受賞した。オーディオ装置へのフルーエン

シDACの採用は、デスク型のハイエンド高級機からミドルクラスのヘッドホン専用機へ

と展開され、今後さらにローエンドのオーディオ機器にフルーエンシDACが搭載され、

フルーエンシオーディオ再生方式がより一層世の中に普及していくことが期待できる。 

 

 

図1：フルーエンシDAC搭載ヘッドホン型オーディオシステム 

（第22回MJテクノロジー・オブ・ザ・イヤー周辺機器部門優秀賞） 

 

静止画像処理に関する研究成果は次の通りである。平成15年度においては平成14年度

に行った細線画像処理アルゴリズムの研究成果に基づいて、細線画像を関数近似処理す

る符号化ソフトウェアならびにその符号化情報から高精細・スケーラブルに細線画像を

表示する復号ソフトウェアの開発を進めるとともに、フルーエンシ方式を評価する際に

用いられる標準画像の整備を行った。さらに細線画像の対象を実際の地図（数値地図）

データを用いることとし、それを高精細に符号化するソフトウェアの開発を進めた。 

カラーイラスト画像を対象とした符号化・復号化の研究においては図形処理の応用に



関する研究を推進し、隣接図形の境界線を共用する輪郭線追跡法やフルーエンシ関数近

似の処理時間短縮を図る手法を提案すると共にそれらの技術を応用した大看板，チラシ，

ポスターなどの印刷物を安価な計算機環境で簡便に作成するD.T.P.システムの開発を進

めた。本研究成果を纏め日本印刷学会誌へ投稿した論文「D.T.P.へのフルーエンシ函数

近似化手法」（寅市和男他）（vol.39,no.3,pp169-179,2002-5）は平成15年度日本印刷

学会論文賞を受賞、さらには日本印刷学会の推薦で財団法人「印刷朝陽会」より平成15

年度の印刷朝陽会表彰に輝いた。これは、この技術が印刷分野での革命技術となること

で評価されたものである(図2)。また平成15年度においては上記の精密画像ならびにカ

ラー画像を取り扱うことが可能な画像処理編集システムのプロトタイプシステムが開発

されたが、それらを実用システムとして完成させていくためには、GUIの充実化やモジ

ュールの拡張性等の整備等が必要であるため今年度はソフトウェア開発のための基盤整

備も重点的に行った。 

   

図2：印刷学会論文賞状・盾、印刷朝陽会賞状 

 

動画像処理に関する研究成果については、NTSCインターレース方式の動画像をフルー

エンシ情報理論に基づき水平方向の解像度を2倍に画質改善するTV画像用のICチップが

新潟精密株式会社の協力により開発された(図3)。このICチップを用いた画質改善処理

の有効性を示すためには、従来方式のTV画像とフルーエンシ方式により画質改善処理さ

れたTV画像との比較検証をする必要がある。そのため、今年度においてはそのICチップ

を搭載し、通常のNTSC信号のTV画像とフルーエンシ方式により画質改善処理を行ったTV

画像との比較検討を行うことができるデモンストレーションシステムを新潟精密株式会

社の協力のもとで開発した。なお、TV画像の画質改善用ICチップの開発については平成

15年6月26日付けの日経産業新聞の1面において発表された（図4）。さらに平成15年度

後半においては上記ICチップを用いた車載用小型モニタの画質改善処理システムを開発

した。今後さらにフルーエンシ情報理論に基づく画質改善アルゴリズムを改良ならびに

新たなアルゴリズムを開発しそれをICチップ化することも目論んでいる。実際にICチッ

プを開発する際にはまずFPGA等のプログラマブルなプロセッサやメモリを含んだシミュ

レーションボード上において実証することが必要である。この実験システムについては



平成16年度7月末に完成予定である。 

 

 

図3：動画像高精細化用フルーエンシTV-ICチップ 

 

 

図4：フルーエンシTV-ICチップ開発発表記事 

(日経産業新聞平成15年6月26日1面に掲載) 

 

なお、今年度の研究成果であるこれらオーディオ再生装置、D.T.P.システム並びにTV

システムは平成16年3月に米国テキサス州サンアントニオにて開催された会議AUTM 

Annual Meeting 2004にて出展・発表し絶大なる好評をいただいたことを付記させてい

ただく(図5)。 



  

図5：AUTM Annual Meeting 2004展示風景 

 

3.研究実施体制 

 フルーエンシマルチメディア情報通信システム研究開発グループ 

① 研究分担グループ長：寅市 和男（筑波大学 電子・情報工学系、教授） 

② 研究項目 

 フルーエンシ情報理論の検討 

 フルーエンシDACの開発 

 高精細・スケーラブルな静止画像記述方式の検討 

 静止画像符号化/復号化ソフトウェアエンジンの開発 

 NTSC-TV信号の画質改善用ICチップの開発 
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